
海 藻 凝 集 剤

製造工程

粉砕

乾燥

乾燥

酸洗浄 海藻凝集剤の製造工程はここまでで

す。

極め 簡便 す
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酸洗浄

Na2CO3浸漬

粉砕

撹拌

粉砕

Na2CO3添加

⽔添加・混錬
残渣

粗アルギン酸Na

ろ過

→ 工程は極めて簡便です。

→細胞壁成分は「重り」となって、
凝集物の沈降を促進します。

通常のアルギン酸の製造工程では、ろ過
と精製が繰り返されます。

従って海藻凝集剤製造プロセスは・・

ろ過も精製も必要ありません

使用方法 pHの影響とpH変化

残渣
（細胞壁等） アルギン酸

アルギン酸Na
廃棄!

【海藻凝集剤による懸濁水の凝集処理】CaCl2：200ppm

酸洗浄：灰分除去と組織軟化

Na2CO3添加：組織内アルギン酸の
溶出（凝集剤内には留まります）

ろ過も精製も必要ありません

→ 有機溶媒を使用しません

二次廃棄物を発生しません

※ 一般のアニオン系高分子

濁水

塩化カルシウム
または

キトサン

撹拌 （高速撹拌）

A) 2,000 ppm  ベントナイト濁水

2

6

10

14

0

1

2

3

4

N
TU pH

初期

B) 20,000 ppm  カオリン濁水
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凝集剤と同様です

攪拌

海藻凝集剤
（希釈液）

（高速→低速）

静置
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～比較【PACによるカオリン懸濁水の凝集処理】カオリン：1.000ppm
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源泥 凝集後

カオリン懸濁液凝集後

メカニズム
アルギン酸よりも高い性能

懸濁粒子

凝集の進行による
フロックの発達

海藻凝集剤

アルギン酸
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SS

高い懸濁粒子除去率

過剰添加による濁度上昇：無

SSmin.: 45.6

アルギン酸添加量 (ppm)

アルギン酸よりも高い性能
電荷の中和による凝集

凝集助剤
無機系凝集剤等

沈降 過剰添加・助剤不足によ
る再浮遊が起こりません

酸
(Ca:150 ppm)

アカモク凝集剤
(Ca:150 ppm)

コンブ凝集剤
(Ca:100 ppm)

ワカメ凝集剤
(Ca:250 ppm)
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